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セネガルの高等教育における

留学希望要因に関する研究

一一一ダカールとリヨンの事到をめぐって一一

オミ二

本木 英 麻

;まじめに

世界の留学生;こ占めるアフリカ人留学生りの割合は70年代から誌ぼ横ばし、であり， 2000年度は

11%で為る [OECD2003J 0 先進諸国の中でアフリカ人留学生の割合が最も高いのはフランスで

ある。留学生全体に占めるアフリカ人留学生の割合はドイツで10%，イギリスで 8話を占めるの

に対し，フランスでは全体の49%と圧閥的である [AlainCoulon， Saeed Paivandi 2003J。その

うちの約半分をマグレブ諸国出身者が占め，残りの約半分をサハラ以南アフワカ出身者がさめて

いる。

経済霞発揚力機構 (Organizationfor Economic Cooperation and Development，以下 OECD

という)によれば宮学生の多くは卒業後もその国に留まるとしづ。 OECDによる頭脳流出の定

義で比大学生や大卒者も含まれている。頭髄流出とは，一愛国外に出てしまうと母国に戻って

こないという問題である。多くの社会費用をかけて育てた人材の海外流出という側冨から捉えれ

ば由民経済の損失とみることができる。更に深刻なのは圏内に留まっている高学歴者への影響で、

あるとしづ。国の開発に貢献する研究や仕事よりも，匡際社会に認められることが行動規範と

なってしまう。マイケル P.トダロ，ステファンc.スミス (2004)は fおそらくもっと深刻な

ことは匡内にとどまっている科学者や医師，建築家や技街者などの関心を，自国の重要な問題や

国家の巨擦からそらせてしまったことであるo (中略〉かりに物資的には先進国に移住しなくて

も，彼らが取る行動の態度に関していえば，知的に法移住したも同然記のでまうる。このような

f国内』の頭越流出は，圏外頭脳流出よりはるかに深刻な問題である。」と論じている o [マイケ

ルP.トダロ，ステファンc.スミス 2004，476-477J。しかし，当の本人かちすれば合理的な選

択であるという議論も少なくない。

頭魁流出という現象は発震途上国だけではなく，先進国でも存在する。たとえば，ヨーロッパ

諸国はアメリカやカナダへの流出を院ぐためにこれまでも様々な政策を取ってきた。それらの

国々の労動者たちは，数年就労した後に出身国に戻る額向が強いことが報告されている [OECD

1) 本論文における「アフワカjとはマグレブ諸国を含む。マグレブ諸国を含まない場合は「サハラ以蕗

アフリカjと記すこととする。
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2002]0また，留学したとしても数年後には出身国に戻るので，深刻な問題と捉える必要がない

との見方が強まっている。一方，発震途上国とちわけアフワカにおいては常に深刻な開題であるむ

高学歴労働者の流出率はガーナ，モザ、ンピーク，シエラレオネは40認を超え，セネガルは24.1%

であるの [OzdenCaglar 2005J。

アフリカの頭脳流出や習学生についての研究は，マクロ統計データに依拠したものが多いc た

とえばαMOTPLURIELS >>3)に拭様々な角度から捉えたアフリカにおける頭脳流出についての

論文が発表されている。それらのほとんどはその流出規模や，それによるアフリカ諸国の損害を

論点として指摘している C また，政策に関するものも多いが，先進諸国の受け入れ政策や発畏途

上国のプッシュ要因が論じられている〈例えば FrancisN. Njibi 2002)。錨人に焦点を当てた研

究は少ないが，留学先での行動が主な研究対象とされている。アフリカ人留学生を対象とした研

究として， Christine Renaudat (1998)がある。これ拭，ボルド_4)にいるアフリカ人留学生を対

象とした研究で為る。研究の前半部分では，学生を出身国で分類し，奨学金の有無や岩生形態等

について比較分析を行ない，開き取ち調査の結果を多く載せて補足している。後半部分では，更

に多くの開き取り調査を用いて，アフリカ人留学生たちの生活や意識を分析している。しかし，

学生のプロフィールについては出身国別に分けられているだけで島り，どのようなパックグラウ

ンドを持った学生たちを扱っているのか明確ではない。また，内容もアフリカ人留学生たちの苦

労話にとどまっている。

留学には手続き面や金銭面だけでなく人種差別といった様々な医難が付きまとう。それでも毎

年多くのアフワカ入学生が留学を希望している。アフワカ大陸にも大学は少なくないc アフリカ

人留学生の増加や頭脳流出が問題視されているにも関わらず，既存研究では官学の目的，動機な

ど，アフリカで現在就学している人々に焦点を当てた研究がない。したがって，本論文で詰アフ

リカで就学しつつ，海外習学を希望している学生，先進国で留学生活を送っている学生を対象と

し， ミクロ・レベルでの研究を行なう。

本論文では官学希望者橡を明確にするとともに，留学を希望する要因を明確にすることをE的

とする。そして最後に，留学希望者と実際に留学している学生との関にどのような違いがあるか，

また，その違いに関係している要国について考察を加えたい。送出国としてセネガルを，受入国

としてフランスを，それぞれの事関とする。

まず，本論文のために実施した調査の方法，課題の背景とその歴史の概況をまとめて紹介する。

次に，セネガルおよびフランスにおける調査結果を分析する。最後に結論および今後の課題を述

べたい。

2) ちなみに. B本が1.5話，フランスが3.9完. BRICS (ブラジル，ロシア，インド，中国を指す)諸

国が 5%以下である。

3) アフリカの頭脳涜出について研究している論文が多く掲載されているウェブサイト (http://www.

arts.uwa.eduぶ 1/motspluriels/MP2002index.html)0 

4) フランス南西部に位置する都市。
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I 謂査方法と社会的背景

1.実態調査の方法

実惑を把握するために，アフワカからの留学生の受入居及び送出国での調査を実施した。調査

地はフランス及びセネガルである。留学生を受け入れる備の謂査冒としてはフランスを選んだ。

アフワカ人留学生全体の41認がフランスを選ぶ5)[Alain Coulon， Saeed Paivandi 2003， 11-12J と

いう事実が選定理由であるc

本論文ではフランスのリヨンを調査地としている。 2004年から2005年にかけて筆者はフランス

の都市， リヨンに留学しており，そこでアフリカ入学生匡体のに所属していた。そのため，アフ

ワカ入ネットワークへのアクセスが容易であち，授られた短い調査期間で、調査呂標を達或するこ

とが可能であった。リヨンはリヨンの全学生の5.2%にあたる6，753人7) という多くの留学生を抱

える有数の都市である [GuillaumeVuilletet 2005， 95J 0 

官学生を送り出す側の謂査国として註，サハラ以南アフリカの国からセネガルを選んだ。フラ

ンスにいるサハラ以南アフリカ出身学生数の第一設はセネガル出身である。セネガルに誌二つの

公立大学が存在する。そのうちのひとつで為り，長い歴史と多くの学部を抱えるl'U司versite

Cheikh Anta DIOP de Dakar (以下，ダカール大学という)があるダカールを語査地とした。

リヨンで拭リヨンに存在する 3つの公立大学的に在籍する学生を調査対象とした。また，ダ

カールで拭ダカール大学に在籍する学生を調査対象とした。調査対象の選定は，ダカールおよび

つヨンともに，所属学部や学年等に設定せず抽出した。調査期間は，予錆諦査が2005年5月から

7月及び本調査が2006年2月から 3月である。賞開票は，二種類作札本人のプロフィール，現

在の生活，本人の意識等の質問項目を設けた。回答数はダカールで 106，リヨンで 47であったc

開き取り調査はアンケート調査の回答者の中から抽出し，質問票をもとに行ったc アンケート調

査分析には iSPSSJを用いた。

2.セネガル人の海外移住の規模

セネガjレの経済財政省によると，海外移生しているセネガル入試約17万人的と見讃もられてい

る [Ministerede l'Economie et des Finances 2004J。主な行き先はフランスと中部アフリカであ

5) 次いで多いアメリカ留学希望の14%との詞に，大きな差がある。

6) AECAL (Association des Etudiants de Cultures Africaines de Lyon)とし寸学生匝体で， リヨン第二

大学公認組織で;tるO この組識は基本的に人種や匡籍に関係なく誰でも入ることができる。しかしなが

ら，当時試筆者が唯一のアフリカ外出身者であった。

7) トップは Parisで28，704人 (22.3%入 2位 CreteiIで12，960人 (10，1先入 3i立VersaiIlesで8，446
入 (6.6%)に次いでワヨンは4番自に留学生の多い都甫である。
8) Universite Claude-Bernard Lyon 1， Universite Lumiere Lyon 2， L'universite Jean Moulin Lyon 3を

指す。

9) p. 105の表 11註，これらの人々の帯在先やセネガルへの送金についての内訳を示したものである。
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り，ヨーロッパが46元， UEMOA藷国10)を含めたアフリカ諸国が43.9%と，この二つの地域が

大半を占める。アメリカおよびカナダは， 8先に望まっている [Ministerede l'Economie et des 

Finances 2004J。

同報告によると，移住の理由としては「セネガルに仕事がなLづまたは f外国で仕事が見つ

かったJが60.7揺を占める D これはインフォーマルセクター従事者を含む全ての労働者を含んで

いるので頭脳流出と室接結びつくデータであるとほ考えられないG これに次いで多いのが「学

業jのための海外移住であり， 10.3%である。学業のためにセネガルから海外へ移住する人々，

すなわち留学生の 8割以上がフランスに留学している [OECD2003] 0 

前述の通り，フランスにおけるサハラ以高アフリカからの留学生のうち最も多いのはセネガル

人哲学生でるる。その数試2004年時点で8，020入である11)[Guillaume Vuilletet 2005， 93]それば

かりでなく，その数が顕著な増加傾向にあるのも特徴的であるo 1980年のフランスにおける留学

生数を 100としたときの2001年の数輩は，モロッコ 151，アルジエリア 143，チュニジア 90で為

り，チュニジアに関しては減少傾向に忘る。これに対し，セネガルは 282である。これは， 20年

前に比べて約3倍に増加していることを示しており，アフワ:カの昌々iこおいて最も増加率が高い

[Alain Coulon， Saeed Paivandi 2003， 15] 0 

3. ダ力ール大学の学生を取り巻く環境

2000年詩点、でのセネガルにおける高等教育就学率は 4%である [FatouSow， Mamadou 

Gueye， Adama Fall et Ngagne Diakhate 2000] 0 高学震な父親を持つ子どもの21.5完が高等教育

まで進むのに対して，無学震の父親を持つ子どもにおいては5.6%である [Ministerede l'Econo-

mie et des Finances 2005b] 0 公立の高等教育機関誌，ダカール大学と l'UniversiteGaston Ber-

ger Saint-Louis (以下，サンルイ大学という)がある 12)。サンルイ大学はセネガル北部のモーリ

タニアとの匡境付近に位置し， 1990年に創立された新しい大学である。一方，ダカール大学は

1915年にはすでに医学校として前身となるものが存在しており， 1957年には現在に近いものと

なった。現在の名称が使われるようになったの誌1987年からである13)G

世界の大学の)11夏位付けを行主っているウェブサイトによれば，アフリカ大陸にある大学トップ

100中20位であり， 1日フランス領の中でトップとされているl九しかし，今日のダカール大学は

実に多くの問題を抱えている。小川 (1998)は，ダカール大学を取り巻く環境について詳しく研

10) 西アフリカ経済通貨司盟 (UEMOA:Union Economique et Mon住aireOuest-Africaine)に加盟して

いる国々のこと。ここではセネガルを除いたマリ，コートジボワール，ニジエール，ブルキナ・ファソ，

トーゴ，ベナン，ギニアピサウの 7カ国を指す。

11) アフリカからの留学生数上位はモロッコ (29，044入)，アルジェ 1)ア (21，764入)，チュニジア

(9，130人)である。セネガルはこの3カ国に続き 4位である。

12) この他に公立の高等教育機関として高等詩範学校もある。

13) ダカール大学ウェブサイト http://www.ucad.sn/ 

14) Webometrics Ranking of"¥九TorldUniversities Web Site http://www.webometrics.info/toplOO_conti-

nentぉ p-cont=africa.htm
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究しておち，セネガルはフランスの教育制震15)をそのまま取り入れたものの，学生の数，就学

率，教員の数などに問題があると指摘している。

(人)
冨1 ダカール大学およびサンルイ大学の学生数の誰移
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{出斉) Minist会rede l'Economie et des Finances (2003)および Ministerede l'Economie et des Finances 
(2005a)のデータより筆者作成。

ダカール大学の適正規模は約5，000人の学生数とされているが，図 1を晃ると， 1970年代には

すでにそのラインを超えていることがわかるcまた，図には示されていないが， 2004年度のダ

カール大学生数は37，192人であり， 10年前の1.68倍になっている。このような問題の背景に，パ

カロレア取得者の増加にセネガルの教育制度が対応していないことなどが指摘されている[小川

1998， 158-166]。

ダカール大学の中で一番多くの学生を有するのは，文学・人文科学部であり，ダカール大学在

籍者の46.1%を占めている。この学部には文学誌もちろん，語学，社会科学なども含まれている。

次いで，科学技指学部であち 13.7%で為る [Ministerede l'Economie et des Finances 2005記。

女性の学生数は年々増加しているものの，先に紹介した二つの大学の学生数に出める割合は

25%誌どで，近年横ばいである [FatouSow， Mamadou Gu匂司 AdamaFall et Ngagne Di-

akhate 2000]。

11 実証分析と考察

1.ダカール大学生のプロフィール

ダカール大学でのアンケート結果を分析する前に アンケート回答者のプロフィールを明らか

にしておきたい。弘下，ダカール大学でのアンケート回答者をダカール大学生， リヨンでわアン

ケート回答者を在リヨン留学生と呼ぶ。

(1) 出身地域およびエスニシティ

まず，回答者の出身地およびヱスニシティを明確にしたい。分析の都合上，地域を大きく三つ

15) ここでのフランス教育制度は2003年度以需の!日制震をさす。



94 経済学論集(民際学特集) Vol. 46 No. 5 

に分けて検話することにした。第ーはセネガル南部に位置するジガンショールナ1'1，第二は首都を

含むダカール什1，そしてジガンショールリ'1'1とダカール州を除く地域を「その勉の地域」とする。

エスニシティについては [MakhtarDiouf 1994， 17-50] を参考に分類し，どのエスニシティ

にも嵩さないものを「その他」とした。回答者の出身地域別とエスニシティは表1の通わである。

セネガルでは居生地域とエスニシティに相関関係があることが広く知られているが，今百のアン

ケート匝答者にもその傾向が強く見られた。

ジョーラは91.9%がジガンショールチl'I出身者，残りの8.1%にあたる 3人もコルダナ1'1出身者で

あり，全員がセネガル南部のカザマンス地方の出身である。フルベおよびセレールはその他の地

域出身者の醤合が高かったc これは，フルベはセネガル北部や中央部に住み，セレールはチェス

1'1'1やファティックナl'Iに住むと言われているとおりの結果となった。また，ウォロフはダカールを

はじめ多くの地域で多数派となっているエスニシティであり，セネガル北部および中部ではウォ

ロフが主要エスニシティとして多数を占めているが，セネガル南部ではウォロフ拭ごく少数であ

るとされている。今自のアンケート田答者でも，ウォロフはダカールナト!およびカオラックナl'Iなど

のその他の地域に集中していた。反対に出身地域からみると，回答者全体の37.5%を出めるジガ

ンショール州出身者はジョーラがほとんどであるG 全体の23.1揺を占めるダカールナトi出身者は

ウォロフがお揺を占め， 39.4%を占めるその他の地域誌セレール，ウォロフ，フルベが多い。

表 1 回答者の出身地域およびエスニシティ (ダカール大学生) (単位:人)

ジガンショー;け、トi ダカールナ1'1 その也の地域 止口』 言十

ンヨーフ 34 む 3 37 

フルベ 2 5 5 13 

セレール 1 5 19 25 

ウォロフ 1 11 11 23 

そのイ邑 1 3 2 6 

合計 39 24 41 104 

(出所〉 筆者講査による。

(注) X2=82.07Z， df=8， p< .000。
欠損彊=2。

(2) 家庭環境

次iこ，家慶環境についていくつかの点を確認する。まず，兄弟姉妹についてである。セネガル

では一夫多妻制が広くみられ 一般に異母兄弟でるっても分け隔てなく兄弟姉妹として扱われる

ため，ここで扱うのは異母兄弟姉妹も含めた兄弟姉妹数であるo 5人から 9入の兄弟姉妹を持つ

学生が約半分を占め，兄弟姉妹数の平均は6.5入である。元弟姉妹がし、ない学生は 3% (106人中

3人〉とごく少数である。 地方， i25入兄弟姉競走丸、るJと答える学生もいた。兄弟姉妹の中で

E答者本人が占める位置は様々で忘る。

回答者の母親の職業は「主婦Jや「禁職jとし、う囲答が半数以上を占めた。また，母親の学霊

が父親より高かったケース16)はごく少数であった。このため，本論文では父親に注目すること

16) ダカール大学生では5件(アンケート No.19， No. 53， No. 73， No. 75， No. 83)，後述の在リヨン習ノ
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とする。父親の議業では， I農業jに従事する父親を持つ学生が一番多く，全体の34話を占めたっ

父親が農業従事者である学生は，ジガンショール州出身者およびその組の地域出身者であり，ダ

カールナトi出身者の中では一人だけであった問。次いで f役人ム「教師jが多い。

ただし，ここで注意すべきことは，職業分野での社会的な分類には眼界があるという点である。

「農業j従事者と言っても，土地蕪しの農民から大地主まで様々である。 I役人」も大統領に近い

人物から重工役場に勤める者まで含む。職業分類と所得等とは必ずしも関係がえ主いと患われる。本

議文では，父親の職業加で考察を加えることはせず，ここでは参考として紹介するにとどめてお

次に，父親の学歴については，匝答者全体の4分の 1の学生が学歴無しの父親を持っている。

他方，高等教育までま冬えた父親を持つ学生も全体の4分の 1存在する。田容者の約半数が父親拭

「学歴なしJ又は「初等教育までjとしており，残りの半数が「中等教育まで」もしくは「高等

教育までJとしづ結果となった。

最後に，海外に住んでいる家族の有無について確認する。 海外で働いているもしくは就学して

いる家族がし、る学生は， 106人中49入であり， 57人が在外家族のいない学生であった。

ダカール大学生の家庭環境をまとめると，平均6.5入の兄弟姉妹を持ち，その中で占める註置

は様々であるc 父親の職業については農業従事や役人が多いc 父親の学歴は禁学墜を含む低学霊

が約5醤を占めている。また，約半数の学生は在外家族がし、る。

(3) 経済状況

次iこ，金銭酉を含む経済状況を確認する。表2は奨学金の有無とアルバイトの関係である。奨

学金を受けている者試全体の62.9%にあたる66人でまうる。アルバイトをしている者は12入と少数

派であるが，そのうちのお揺は奨学金も受けている。ダカールで誌，高い失業率の下，アルバイ

トをしたくても母き口を見つけることができないというのが現状である c ダカール大学生のうち

アルバイトをしている者の多くは，医学生でインターンをしているというものや，語学の修士課

程に在籍し，英語の家庭教師をしているとなど学業に関係した仕事に従事していた。したがって，

優秀之者誌に奨学金をもらうだけでなく，アルバイトもみつけやすい額向がある。アルバイト

をしている12人の内訳はウォロ 76人，セレール4人，フルベ 2入であり，ジョーラは一人もア

表2 奨学金の害無とアルバイト有無(ダカール大学生) (単位:人)

アルバイトあり

アルノfイトなし

主ロ』 計

(出所) 筆者調査による。

(注) 欠損値=10 

奨学金あり 奨学金まし

9 3 

57 36 

66 39 

¥学生では3件 (No.18， No. 44， No. 45)がこれに該当する。

1ロ』 言十

12 

93 

105 

17) 父親が農業をしているのは，ジガンショール剤出身者19人，その他の地域出身者14入であった。
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ルバイトをしていなかった。

次に，住まいについては，家族と司居する学生が最も多く， 55売を占めている O 次に多いのが

大学寮に住んでいる学生で， 32認である。

(4) 専攻分野

ダカール大学生が在籍している教育課程および専攻している学問分野について述べる c 表3は

教育課程と専攻を表したものである。

表3 [Q]答者の教育課程と専攻〈ダカール大学生) {単f立:人)

学士課程 修士課程 博士課程 合計 ダカール丈学学部glJ在籍者数料

法 二主子主之. 10 。 。 10 3，837 

経済・経営学 10 20 2 32 3，374 

文 '二主主子主， 3 。 1 4 

三日五ロ ・二主主子L. 10 2 。 12 14，360 

社会科学 15 2 。 17 

生命科学 10 2 。 12 4，278 

応用科学 2 。 。 2 3，771 

そ の イ邑 。 。 1 1，547 

主ロ』 言十 61 26 3 90 31，167 

(出所) 筆者調査による。ダカール大学学部関在籍者数は Ministをrede l'Economie et des Finances (2005a) 

による。

(注) * 1 ダカール大学ではおcultedεLettres εt Sciεnces Humaines (文学・人文科学部) Iこ文学，語学，
社会科学が含まれているが，リヨンに合わせるため本論文で泣細かく分類している。

欠損笹=160

フランスでは2003-2004年度から18}，セネガルで誌2004-2005年長から学士課程，修士課程，博

士課程とし寸分類方法の新制度に変わったため，この方法で分類したむしかし，ダカール大学生

たちはこれまでの旧制度19)に'慣れており，新制度をまだ理解していない学生も多かった20)。教

育課程を見ると，学士課程に在籍する者が多く，大半は文科系を専攻している。穆士課程に在籍

する者の大半が経済・経営学を専攻している。表右端のダカール大学全体の人数を見ても，文科

系が多いことがわかる。

(5) 性別および年齢

最後に，性別および年齢について述べる。男笠が8割程変，女性が2割程度であった。平均年

齢は男性が24.7歳，女性が22.3議，全体が24.1歳である。ダカール大学生において女性誌若年に

多く，男性では年齢暑が高いとしづ有意差が確認された。このような有意差はダカール大学全体

にもみられるものなのか拭未確認である。

18) フランスでは2003-2004年度から Eじ諸国共通の学位制度の導入が詞拾された0

19) セネガルの教育i日能震については[小川 1998，156-168J に詳しい。

20) 新制度導入に伴い， I自分の在籍課程がどこにあたるのかわからない」と言う学生には，筆者が新旧
。コ大学教育システムについての説暁を加えて本人に分類してもらう，もしくは，回答者自身が在籍する

課程を書いてもらい 後で筆者が分類するという方法を採った。
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2. ダカール大学生の留学希望

以下，ダカール大学で実施したアンケート結果を検討し，どのような要因が程学希望に影響し

ているのかを明らかにする。「留学を希望するかJとしづ質問に対して「留学希望するjと答え

た学生21)が84.8元 (105人中89入)， I官学肴望せずjと答えた学生が15.2% (16入)であった。

大半が留学希望であるのに対し，少数ではあるが醤学ではなくセネガルに留まることを望む者が

いる。

このような留学希望の是非を分ける要因について考察を加える c 本論分では表4にある 5つの

項自について検討する。表のカイ二乗検定構に示したとおり これらは統計的に有意な差が薙認

された項目である。以下で考察を加えることにしたい。

表4 本論文で検討する項匡一覧

留学希望せず 留学悉望する
カイ二乗検定 憧損欠

(A) (%) (人) (%) 

在外家族の 在外家族あり 12 25 36 75 
X2=6.524 p<.Ol1 

有無 在外家族なし
1 

4 7 53 93 

ジガンショール 1 2.6 38 97.4 

出身地域 ダカール 4 16.7 20 83.3 X2=8.789 p<.012 1 

その告の地域 11 26.2 31 73.8 

性 J1U 
男 '!主 9 11.1 72 88.9 

X2=4.673 p< .031 
女 '註

1 
7 29.2 17 70.8 

セネガルの 謁足している 14 22.6 48 77.4 

生活に満足 満足していない 2 4.9 39 95.1 X2=6.125 p<.047 2 
しているか どちもとも言えない 。 G l 100 

海外移住法 幸運だと思う 2 3.4 56 96.6 

幸運だと思 幸運だと思わない 12 31.6 26 68.4 X2=15.177 p<.OOl 

」うか どちらとも言えない 。 。 2 100 

(出所) 筆者言語査による。

(1) 在外家族

すでに見たとおり，在外家族がいる学生が49人，在外家族会丸、ない学生は57入であった。「留

学を希望するかjという質問に対する結果は，図 2のとおりで為る。在外家族がし、る学生では

「留学希望するJ75話 (48人中36人入「留学希望せずJ25先住8人中12人)である。一方，在外

家族がいない学生では f留学希望するJ93% (57人中53入)， I留学希望せずJ7 % (57人中 4

人)とし、う有意な差が確認された。

在外家族がし、れば，様々な酉でのサポートが得られるため留学希望者の割合は高く詰るという

予測に反した結果となった。

類保の結果が，海外移住観にも表れている。表5は， I海外移住は幸運だと思うか」という質

21) I官学を希望するJと答えた学生の希望留学先は，在外家族の有無に持らず， Iフランスjが一番多く，
次いで「カナダ」が多かった。



98 

留学希望せず

25% 

(出所) 筆者調査による。
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毘2 在外家族の有無と留学希望

在外家族あり
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在外家族なし

留学希望する〆

93% 

間に対する結果を在外家族の有無によって分けたもので為る。在外家族の有無によって海外移住

に対する意識に差があることがわかる。在外家族がいる学生の場合， 45.5括性4人中20入〉が

「海外移住は幸運だと思う」と答え， 52.3% (44人中23人〉が「海外移住は幸運だと思わなしづ

と答えた。それに対し，在外家哀がいない学生では， 70.4話 (54人中38入)が f海外移住は幸運

だと患うjと答え， 27.8話 (54人中15入)が「海外移住は幸運だと思わなしづと答え，有意差が

確認された。このことから，在外家族がいる場合，在外家族がいない場合に比べて海外移住に対

して慎重な考えを持っていることがわかる。このような差は，在外家族からネガテイブな内容を

含めた多面的な'詰報が入ってくることによるものと考えられる。

表5 在外家族の存無と海外移住についての認識 (単註:入)

幸運だと患う 幸運だと思わない どちらとも言えない ムロ 言十

在外家族あち 20 23 1 44 

在外家族なし 38 15 1 54 

ムロ 言十 58 38 2 98 

(出所) 筆者調査による。

(注) X2=6.316， df=2， p<.043o 

しかし，在外家族がいる学生が，必ずしも多面的な?吉報を得ているとは言い現れない。それに

はいくつか理由がある。一つは，情報の送り手側の事i育である。構報の送り手，すなわち在外家

族が海外生活上の悩みや困難をセネガルにいる人々に語らないことがある。たとえばリヨンにい

るセネガル入学生は次のように語っているむ

一番の問題はセネガルが勃質社会であること。物をもらったりお金をもらったりすること

に倍憧を見出し，フランスやヨーロッパや北米で官動いている人々がヴァカンスでセネガルに

戻ってきてお金をばら譲いたり，みんなに物を配ったりする。リッチな暮らしをして見違え

るようにたくさんのお金を抱えて戻ってくる。でも彼らは道端で CDを売ったり，清掃の

仕事やセキュリティの仕事をしたりして，こつこつ貯めて何年も経ってからセネガルに戻っ
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てくる。そして，本音試語らなL、o I調子はどうだいJと間かれても「うん，万事うまく

いってるよ-J I向こうでの生活は良いよ」と答えるだ吟。でも，実は公的な身分証明もな

く，常に警察にびくびくして生活していたりする G 僕の友達の中に何人かイタワアに仔った

人たちがし、る。彼らはフランスの濁在許可証の期設が切れる前に大学を退学してイタリアに

行った。そっちのほうが稼げて条弁が良いと患ったらしい。(中略)

とにかく行けば fパラ色の人生jが待っていると信じている。向こう(フランス〉で待っ

てる困難について誰も語らないから。撲が行くときにもフランスにいる叔母(フランスで積

いている)は侍も言ってくれなかった。(中略)

こっちでの生活はたくさんの国難がある。それを前田ワカム22)に戻ったとき (2005年7

月)に数人に語った。彼らは fありがとう，そういう話を話してくれたのはおまえが拐めて

だc 感謝する。考え宣してみる。jと言っていた。甥(留学を希望している)にも語った。

そういういろいろ為ることを知ってから決断するべきだから，決断してフランスに来ること

にしたら電話をくれと言っておいたがまだ電話はない。〈中略)

叔父の友人が93年から94年にフランスにいて，その人だけ誌〈フランスでの生活や苦労話

など)いろいろ教えてくれた。彼法通貨切り下げで奨学金が足りなくまって帰冒した。 (32

議，男性。リヨン第三大学，学士課程，経済学専攻。)

この男性は，海外iこし、る人々が家族や友人に海外の生活について何も語らない，もしくは良い

生活をしていると周囲の人に誤解をされるような態度を取っていると話している。後が留学する

訴からフランスには叔母がいたが，彼女は彼にフランスでの生活については何も語らなかった。

しかし，運よく叔父の友人に話を開くことができたと言う。

また，情報の受け手舗の事情によって情報が絶たれてしまうこともある。外国で「バラ色の人

生」を送っていると信じきっている人に，金銭面等の苦労話をしても開く耳を持ってもらえない

と主張する学生もいる。

セネガルの家族や友達はみんな「フランスにいる=お金がある，たくさん稜いでいるJだ

と患っている。お金の相談を何回も断ってると彼らとの関係が変わってくる。今は誌とんど

連絡を取っていない。 (28議，男性。リヨン第二大学講士課程，社会学専攻。)

情報を受ける髄，送る側に存在する刻々の事'1曹によって，在外家族がいる場合に必ずしも多面

的な靖報が学生に伝わっているとは限らないということが指摘できる。このような状況を何らか

の形で変えることが可能になればさらにセネガルに程まるという選択をする者が増えると考える

こともできる。以上のようなことから，在外家族がいない学生に留学希望の傾向が強いことがわ

かった。在外家族がし、る学生の場合，ネガティフゃな内容を含む情報を得ることで留学に'慎重にご立

ち，その結果セネガルにとどまるという選択肢を選ぶという流出抑止の力が働くと考えられるc

22) ダカール近郊の漁村。この学生の実家がある。
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(2) 出身地域

次に，出身地域について検討する。前述の通り，学生の出身地を 3つの地域に大別した。すな

わち，ジガンショール州出身者3ヲ人，ダカール升i出身者24入，その他の地域出身者42人である。

図3はこれら 3つの出身地域別の留学希望の存無の割合である。まず，ジガンショールナ1'1では

97話 (39人中38入)が「留学希望するJ， 2話 (39人中 1人)が f留学希望せずjと答えた。ダ

カールナトiでは， 83.3% (24人中20人〉が「留学希望する」と答え， 16.7% (24人中 4入)が f留

学希望せず」と答えた。その也の地域では， 73.8% (42人中31人)が「留学毒望するjと答え，

26.2% (42人中11人)が「留学希望せずjと答えたc

匡3 出身地域別留学希望の有無の割合

ジガンショールナ1'1

(出所) 筆者調査による。

ダカール弁i その他

毒望せず
17% 

希望せず
26% 

るす
%

望
丸
希

これらり地域は，言然環境が異なるだけでなく注目すべき地域差が指摘できる。まず，首都の

あるダカール1+1とそれ以外の地域の差では，開発の進み具合や，貧医者比率23) まどがある c 首

都のi&るダカール州は開発の恩恵を受けて発展の一途をたどっているむそれ以外の地域との開発

の差は拡大する一方であり，首都への人口集中は急激である。

セネガル南部において，カザマンス地方の独立運動24)法開発の後進性iこ不満を持ったことが

きっかけという説もあるほど [MakhtarDiouf 1994， 136-139J ダカールチ、1'1との格差は大きい。

また，貧菌者比率25)でも大きな差がある。貧困者比率は，ダカール州では33.6話であるのに対

し，ジガンショール升!では67.1話，その隣に位置するコルダナ1'1で誌66.5売である [Ministerede 

l'Economie et des Finances/W orld Bank 2004J 0 セネガル全土で最も賓因者比率が高いのがジガ

ンショールナ1'1，最も低いのがダカールナ1'1なのである。

このような貧医者比率の高さにもかかわらず，ジガンショールナHの就学率は極めて高いq 各地

23) 訟人口に占める貧密ライン以下の人々の比率のこと。賓国ラインと誌，実質所得の国際的な測定基準

として便宜的に定められたもの[マイケル P.トダロ，ステファンc.スミス 2004，975J。貧菌ライン

以下人口 Hを，総人口 Nの一部だとすると，貧困者比率=日/民と定義することができる。

24) 1982年以降，カザ、マンス地方において独立を求める運動が式装住し不安定な状況が続いていた。 2004

年には和平合意に至ったが，依黙として武力抗争が起こっている。

25) ここでの貧国ライン拭，成人 1入あたち2400キロカロリー/日を顎取できる購買力の有蕪である

[Ministere de l'Economie et des Finances/World Bank 2004， 7-13J。
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域の就学率を比較すると，ジガンショールチ['1は99.1%，ダカール升186.3%，その也の地域では平

均61.6%で為る [Ministerede 1ラEducationNationale 2000J。ジガンショールナ1'1は常に男女とも

に就学率が高く，セネガルでトップでありここ数年入れ替わっていない。

ジガンショールナト!の就学率が也の地域によとべてこれほど高い理由は明らかでは主い。農業が盛

んな地域での就学率;訂正いのが定説であるc これは，子どもの機会費用が都会と比べて大きいこ

とが理由とされている[マイケル P.トダロ，ステファン C.スミス 2004，473J。実際に，農業

が盛んなその他の地域を見ると，一番就学率が抵いジュールベルナト[では40.4話である

[Minist位ede l'Education Nationale 2000J。一説によると，ジガンショール州に捻キリスト教信

傷者が多いジョーラが住んでいるため，キリスト教系の慈善団体や NGOの援助を多く受けて

おり，これが就学率を拝し上げているという説もあるが，真偽は確認されていない。

学生の父親の学歴と出身地域には，統計的に強い相関がみられたc 学生の出身地域別の父親の

学震は表5である。ジガンショール州出身者の父親の学歴拭一般的に低い。

ダカール出身者に拭高学歴者の親を持つ者が多いが，それ以外の地域出身者には，学霊無しゃ

初等教育までの親を持つ学生が約半分である。

表6 出身地域別父親の学霊〈ダカール大学生) (単位:人)

学歴禁し 初等教育まで 中等教育まで 高等教育まで え口』 言十

ジガンショールナ1'1 10 11 11 4 36 
ダカールナトi 4 1 5 14 24 

その他の地域 13 9 9 10 41 

主ロ』 計 27 21 25 28 101 

{出摂) 筆者調査による。

{注) X2=18.800， df=6， p< .005。欠損値=5。

ダカールナ11では，学歴蕪しが16.7拓，初等教育までカ~4.2混とこれらを合わせても 2 割ほどで

~札高等教育までの者が 8 割を占めるむ一方，ジガンショール間出身者では，学霊無しが

27.8弘初等教育までが30.6%とここまでで 6割近くを占めておち，高等教育までの者誌わずか

11.1売である。その也の地域はジガンショール升!の結果に近い。

学歴は所得と強く相関している。アンケート調査で詰所得データを得ることができなかったた

め，ここでは，学歴が示す既存のデータを紹介する。表7はセネガルの男性世帯主の学墜と年収

の関保である。セネカ、、ル全棒で誌無学歴の男性が世帯主の世帯が最も多く，高学歴者が世帯主の

世帯は少数である。表在端の年収は表中央の年収を筆者がユーロ換算したものである。学歴なし

世帯では188.91ユーロなのに対し，高学歴者が世帯王の世帯では4，438.83ユーロである。学霊無

し世苦と高等教育世帯では平均年収に20倍以上の差が見られるので為る。ただし，このデータは

ダカールで、行った調査結果に限定される。

貧富者比率がダカールより高いと言われているダカール以外の地域で，この結果より学歴蕪し

および初等教育までの学歴の世帯主世帯の年収が大きく上司るようなことがあるとは考えにくい。

したがって，このデータから確認できる年収の大きな差は参考にできるであろう。



102 経済学論集(民捺学持集) Vol. 46 No. 5 

表 7 男性世帯主の学歴と平均年収

世帯数 年収(単註:FCFA門 年奴(単位:ユーロ)

学霊無し 549，589 123，737 188.91 

初等教育 60，973 480，680 733.86 

中等教育(第一設階戸1 31，151 1，022，277 1，560.73 

中等教育(第二段階) 19，561 1，455，474 2，222.10 

高等教育 27，882 2，907，434 4，438.83 

{出所) Fatou Sow， Mamadou Gueye， Adama Fall et Ngagne Diakhate [2000]より筆者作成。
{注) * 1 本議文では第一段階および第二段措を合わせて中等教育として扱っている。
*2 FCFA (フランセーフ 7)は対ユーロレートが司定であり， 1ユーロ=655FCFAである。
1円=4.45FCFA(2006年7月現在)。

そこで，このデータ(表7) と，前述の出身地域別の父親の学歴(表引を照らし合わせると，

ジガンショーjレ州出身者の父親iえ学歴が低いため，収入も1s;いと推定できる。

以上のような，貧国者比率の高さ，就学率の高さ，父親の学藍および収入の低さはジガン

ショールチ1'1の特異性を表しているであろう c

(3) 性別

女性よちも男性のほうが留学を希望する頚向がE晶、とし、ぅ結果が得られた(表4)。留学だけ

でなく，、海外移住についても，女性よりも男性のほうが肯定的なイメ)ジを抱いている。表8は

「海外移住は幸運だと思うかjという間いの結果を性別で‘見たものである。男性では65.8%が海

外移住は「幸運だと患う」と答え， I幸運だと思わない」のは32.9%に留まるのに対し，女性で

は「幸運だと思う」のは31.6%であり， I幸運だと思わなしづのは63.2%であり，存意差が薙認

された。また， Iセネガルに満足かjという間いに対して拭性別で有意な差拭確認されなかった

ものの，女性においては初予626)がセネガルの生活に満足していると答えているのである。この

ような性別による意識の差について検討する。

表8 7毎外移住は幸運だと思うかと性別との関係 (単位:人)

幸運だと思う 幸運だと患わない どちらとも言えない 主ロ』 計

男性 52 26 l 79 

女性 6 12 1 19 

合計 58 38 2 98 

(出所) 筆者語査による。
〈註) X 2=7 .848， df=2， p< .020。欠損値=80 

アフリカ女性の頭脳流出の要国を論じた研究に AngをleBassole (2002)があるG 頭脳流出にお

けるアフリカ女性特有の理由として，文化的規律に持られたり，高学壁であるがゆえに男性に敬

遠されて結婚相手がみつかりにくかったりすることがあげられるという。すでに留学を実現して

いる，もしくは官学を呑望する女性の理由としてそういう制面が為るで2うろう。しかし，今国の

アンケートでは女子学生がセネガルに官まることを希望する傾向があるとしづ結果が得られた。

26) 男性において「セネガルの生活に満足しているjと答えた学生法53.8話にとどまった。
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セネガル人女子学生が，男子学生より留学希望志向が色いことを説明する要国はいくつか考えら

れる。第一に，労働市場について考えてみると，セネガルは必ずしも女i主が働きにくい環境では

ない。確かにセネガルではジェンダーの問題は大きく，就学率や識字率，政治参加など多くの場

面で女性拭男性に比べてハンデイキャップを青負っている [FatouSow， Mamadou Gueye， Ada-

ma Fal1 et Ngagne Diakhate 2000J。しかし，ある諜査結果によると，高学歴女'1空の失業率は

9.4認であり，男性の高学竪者の失業率12.6話よりも抵い [P.Antoine， P. Bocquier， A. S. Fall， 

Y. M. Guisse， ]. Nanitelamio 1995， 135-138J。そして，高学藍の失業者において，一度も{動いた

ことのない者の割合は女性59.6%に対して男性は73.6%である。このように，高学霊女性の場合，

失業率が男性よりも低いだけでなく，一度も働いたことがない者の割合も低いのである。

独身女性は独身男性よりも多く稼いでいるというデータもある [FatouSow， Mamadou 

Gueye， Adama Fall et Ngagne Diakhate 2000J。開き取ち諜査の中でも， ["就職の際，同じ学震

を持っていたとしたら男性よりも女性の方が就職しやすい」という話を開いた。更に，生活環境

も女性の意識に影響している。「家族のそばにいたしづという声を開き取り調査の中で多く開い

た。セネガルで諒子育てと勉強もしくは仕事との両立に菌らないということも影響しているので

あろう。大勢の家族が子供の面倒をみてくれ，家事使用人を雇うのが当たり前となっているから

である。

(4) セネガルの生活に満足しているか

セネガルの生活に満足している学生では77.4%が「雷学希望するjと答え， 22.6完が「留学希

望せずjと答えたc一方，セネガルの生活に溝足していない学生では95.1%が「留学希望するj

と答え， 4.9揺が「留学希望せず」と答えた。セネガルの生活に溝足している入がセネガルに留

まるのは当黙であろう。

表9 セネガルの生活に満足かどうかと在外家族の有無の関係

セネガルの 溝足している

生活;こ満足 溝足していない

しているか どちらとも言えない

メロ』 計

(出所) 筆者謂査による。

(注〉 欠損値=10 

在外家族の有無
えロ』

在外家族あり 在外家族なし

〔入) (%) (人) (%) (人〉

40 63.5 23 36.5 63 

9 22 32 78 41 。 。 I 100 1 

49 46.7 56 53.3 105 

計 カイ二

乗検定
(%) 

100 

100 

100 p< .000 

100 

学生がセネガルの生活に謁足しているケースは，在外家族が忘ることと正の梧関をしめした。

表9は「セネガルの生活に満足しているかjという質問に対する答えと在外家族の有無との関採

を示したものである。「満足しているjと答えた学生のうち， 63.5%は在外家族がいる学生であ

り，在外家族がいない学生は36.5話であるo ["満足していない」と答えた学生のうち，包括が在

外家族がおり， 78%が在外家族がいない。この相関関f系は非営に強いので，その原因を考えてみ
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たい。まず，すでに(1)では在外家族の右無が学生の留学希望に与える影響として在外家族から

得られる多面的な情報という点について考察したorセネガルの生活に満足しているかjという
間いに対する答えにも，前述の多面的な'清報が影響していると思われる。在外家族の苦労話令ど

を耳にすることで，自分自身のセネガルの生活をあらためて考えるきっかけになっているのであ

ろう。

もうひとつ考えられるのは，在外家族からの送金によってセネガルの生活が比較的余裕のある

ものになっている可龍性である。一設的に，セネガル人海外移住者全体の42%が定期的に， 31% 

が不定期的に，セネガルにいる家族に送金している [MiI由民rede l'Economie et des Finances 

2004Jo他方，先進国詰在者のほうが送金する率が高い。表 10は海外移住者の滞在先と家族への

送金についてのものである。 UEMOA諸国滞在者は60話が，その他のアフリカの地域滞在者は

65.4揺が何らかの形で家族に送金しているc一方，ヨーロッパ滞在者では80.1ヲムアメリカ・カ

ナダ滞在者では79.1髭がセネガルに送金している。

表10 海外移住者の滞在先と家族への送金

送金している

滞¥在先送金正有¥無¥ 
全く送金してい左い

定期的に送金 不定期的に送金

(入) (%) (人) (%) (人)

UEMOA諸冨中 5，120 22.1 8，766 37.9 9，244 

そのイ也のアフワカ 14.087 27.7 19，185 37.7 17，561 

ヨーロッパ 43，278 55.7 19，504 25.1 14，933 

アメリカ・カナダ 6，061 48.0 3，930 31.1 2，642 

そ の他 1，885 44.6 759 17.9 1，583 

データ無し 。 0.0 。 0.0 309 

主ロ』 言十 70，432 41.7 52，143 30.9 46，272 

(出所) Ministere de l'Economiξet des Finances (2004)のデータより筆者作成。
(詮) *本文脚詮10参照。

40.0 

34.5 

19.2 

20.9 

37.5 

100 

27.4 

よロ』 計

(人〉 (%) 

23，130 100 

50.833 100 

77，715 100 

12，632 100 

4，227 100 

309 100 

168，847 100 

調査対象となった学生の在外家族滞在先を国到に比べると，一番多い国はフランスで35人，次

に多いのはアメリカ，そしてイタリアである。地域別で見ると，ヨーロッパが最も多く 51人であ

る。そして北来が15入であり，アフリカはモーリタニアの l人だけであった加。このように，大

半の在外家族はヨーロッパや北米に滞在していることから，在外家族を持つ学生の家庭では海外

からの送金を受け取っている可龍性が高い。 海外からの送金によって暮らしが比較的楽になり，

セネガルの生活に対して溝足している，という認識に至ったという部面もあろうむ

セネガルの生活iこ満足している学生と満足していない学生の間に経済面〈奨学金の宥無，奨

学金以外の補助，アルバイトの有蕪，父親の学歴など)およびプロフィール冨(出身地域，エス

ニシティ，性別，年齢，兄弟姉妹など)における有意差は確認できなかった。多面的な情報の供

給や送金とし、う経済的補助をもたらす在外家族が学生の意識にもたらす豪簿が大きいと誰定される。

27) 在外家族の数は学生が匝答した在外家族の滞在先である。たとえば一人の学生に在外家族が護数人い

て「フランス，アメリカ，カナダjと屈答した場合，それぞれ別々にカウントした。
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(5) 海外移住誌幸運だと思うか

「海外移住は幸運だと思うか」という間いについては，別の項目ですでに検討済みである。再

度要約すると，在外家族のいない学生は海外移住を幸運だと思う額向がある。また，性別で見て

みると，男性に海外移住が幸運だと思う傾向が強いことが確認されたD

(6) 留学希望の学生後とは

ここまで，統計的な有意差が確認された項吾について検討し，浮かび上がってきた学生像をま

とめると，次のとおりである。まず，在外家族を持たない者に留学希望の傾向が強い。在外家族

主丸、ない学生は，在外家族から得られるネガテイブな内容を含めた情報;こアクセスする機会がな

い。そのため，海外志向が高くなると誰定される。そして，セネガル南部のジガンショール州出

穿者に官学希望の傾向が強い。この地域の留学希望者の特鍛は無学歴や初等教育までしか終えて

おらず，おそらくは所得も母い父親を持つ学生が8割近くを占めることである。また，男性の方

が女?主に比べて習学希望の額向が強い。そして，七ネガルの生活iこ溝足していない者，海外移住

は幸運だと患っている者が習学を希望する傾向が為るということも留学肴望学生橡の特設である。

3. リヨンに留学しているセネガル人

実際に留学が可能で為った学生について確認したい9 以下，在リヨン留学生のプロフィールを

明らかにする。ワヨンの調査結果は，サンプル数が少ないことから，一殻化は難しいと考えられ

る。そのため，以下の分析については填重に扱う必要があるむ

(1) 出身地域および、エスニシティ

在ワヨン留学生の出身地域およびエスニシティ拭表11である。ここでも，ジョーラ法ジガン

ショール州出身者に集中し，ウォロフはダカール剤およびその他の地域出身であるG ダカール1'['1

出身者が44.4%，その也の地域出身者が44.4%であるのに対し，ジガンショールナN出身者法

11.1%であった。エスニシティ別ではウォロフが多く，自答者全体の45話を占めた。

表11 @J答者り出身地域およびエスニシティ 〈在1)ヨン留学生) (単位:人〉

ジガンショールナトi ダカ-)レナトi その姐の地域 ムロ 言十

ンョーフ 5 1 。 6 

フルベ 。 5 5 10 

セレール 。 4 3 7 

ウォロフ 。 10 12 22 

その他 。 G 。 。
合計 5 20 20 45 

{出所) 筆者講査による。

守主) X2=37.115， df=6， p<.OOO。欠損僅=2。

(2) 家庭環境

兄弟姉妹については，在1):ヨン留学生においてもダカール大学生と同様，兄弟姉妹がいない学

生は4.% (47人中 2人)と少なかった。また，兄弟姉妹数の最多はお人であったむ兄弟姉妹数の
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平均は6.8入であち，ダカール大学生(平均6.5入)と大き主差はない。兄弟鯖妹の中で出める位

置もダカール大学生と同様偏りもなく多禄であるO

父親の鞍業法，役人が多く， 40%を占める。また，教師の割合も多い。一方，ダカール大学生

の父親に多かった農業は9%と少数で為った。

また，@答者の父親の学歴で注目すべきことは，高等教育まで終えている父親を持つ学生が全

体の52.5話を占めていることである O また，中等教育までま冬えている父親を持つ学生も25先を占

めており，これらが占める割合は77.5%である。一方，学霊なしの父親を持つ学生は22.5%で為

札初等教育までの父親を持つ学生誌いなかった。

フランスに家族がいる学生は，回答者全体の半数弱が在フランス家族を持つ学生であち，半数

強誌在フランス家族がし、ない学生である O 在フランス家族がいる学生のうちの 6割は，フランス

に泣いるがリヨンにはし、ないという学生であった。

(3) 経済状況

表 12を見ると，在1)ヨン留学生のうち， 65.9%がアルバイトをしており，アルバイトをして

いない学生は34%にとどまった。一方，奨学金を受けているのは29.8先であり， 70.2話の人が奨

学金を受けていなかったむ最も多いタイプは，奨学金は受けておらずアルバイトはしているとい

うものであった。アルバイトも奨学金もなしとし、う学生は23.4%にあたる11入いた。

表12 奨学金の有無とアルバイトの有無

(在リヨン留学生) (単位:人)

奨学金あり 奨学金なし 止口』 言十

アルバイトあり 9 22 31 

アルパイトなし 5 11 16 

ムロ 計 14 33 47 

(出所〉 筆者調査による。

スイスに留学しているセネガル入学生のアルバイトについて触れている記事 [LeSoleil 

http://www.1esoleil.sn/specialdetail. php3?id _ article= 3809 Jによると，スイスに留学しているセ

ネガル入学生においては，法定時間弘上アルバイトをするのは当たり前だという G 在リヨン留学

生の回答者の平均アルバイト時爵は週当たり 17.69時間である O これは，フランス政宥が定めて

いる奮学生の法定労犠時詞に近いが，臣答者の中には上回っている者も多くいた的。アルバイト

をする理岳として，生活に医難であるという理由のほか，セネガルへの仕送りも考えられるであ

ろう。しかし，セネガル人智学生の57.9髭はセネガルにいる家族に全く仕送りをしていない

[Ministere de l'EconomIe et des Finances 2004J とし、うことから，現地での生活維持，学業継続

28) 在 1)ヨン留学生の適当たりのアルバイト勤務時需は拡下の通ちである。 0-9時罵=40.4弘 10-

17.5時間=40.4話， 18-35持罷=19.1%であった。アンケート諒査中，当初は法定時間(一年当たち上

限884時開)を答えた者で後になって「実は30時間霞いている」と答えた者がいた。法に触れる行為で

あるため，事実を記入することを避けた囲答者は他にもいたのでiまないだろうか。
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が主な理由と考えられる。

在リヨン留学生の岩住形患で一番多いのは一人暮らしで38髭であるが，この中には公立大学生

専用の住屠も含まれているc ルームシェアをしている者は弘元であり，一人暮らしおよびルーム

シェアをしているものが多くを占のている。

(4) 専攻分野

フランスに留学しているセネガル人留学生で一番高い醤合を占めるの拭，経済・経営学の専攻

(26%)であった。経済・経営学は也のアフリカ藷国出身者においても常に上位である。次iこ高

い割合を占めるのは，エンジニアとなるための科学技術専攻 (17話)である [AlainCoulon， 

Saeed Paivandi 2003， 17-1針。表誌が示すように，自答者においても専攻分野は，やはり経

済・経営学が最も多いが，法学を学ぶ学生も多かった。学士課程が一番多いものの，惨士課程の

学生も多いことがわかる。

表13 回答者の教育課在と専攻(在リヨン留学生) (単位:人)

学士課程

法 芹すι 4 

経、済・経営学 7 

文 ・二正三子'- 3 

三ロ五ロ 寸戸らー 。
社会科学 3 

生命科学 1 

応用科学 3 

そ の 地 1 

企ロ』 言f 22 

(出所) 筆者調査による。

(注) 欠損鐘=10 

(5) 性別および年斡

修士課程 i専士課程 止ロ』 言十

4 2 10 

5 9 12 

1 。 4 。 。 。
4 2 9 。 5 1 

5 1 9 。 む 1 

19 5 46 

表14 回答者の性別と年齢(在リヨン留学生) (単位:人)

男性 女性 lロL 言十

19-20歳 2 。 2 

21-22歳 4 2 6 

23-24歳 6 3 9 

25-26議 12 1 13 

27歳以上 16 1 17 

合計 40 7 47 

(出所) 筆者調査による。

表 14を見るに性別では男性が85.1%，女性が14.9先であった。年齢法男性の方が高い持徴

があち， 27歳以上の学生が全体の37%を占めている。平均年齢は男性26.1議，女性23.7歳，全体

25.7歳である。
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4.留学の希望と留学後の現実

本節では，留学希望の学生像と留学後の現実とを比較する。セネガル人留学生の亘面する課題

のうち最も深刻なものは経済的な圏難で為る。そのような背景を考慮して，ここでは主として在

フランス留学生の父親の学歴に焦点をあてて考察するむ

表 15は留学を希望するダカール大学生と在リヨン留学生のプロフィールを比較したもので忘

る。まず，在外家族の影響によって，ダカール大学生では在外家族ありとなしの比率は4:6と

なったが，在リヨン留学生では5: 5であったc ダカール大学生においてはジガンショール州出

身者に留学希望の傾向が強いという特徴があったが，在リヨン留学生においてはジガンショール

州出身者の割合は世い。男女比は留学毒望者と在ワヨン留学生は再じであった。

表15 ダカール大学生の留学希望の特徴と在リヨン留学生プロフィールの比較*1

ダカ ル大学生 在リヨン留学生

在外家族の影響
在外家族がいない学生が官学希望

あり:なし*2=4:6 
あり:なし=5:5

出身地域
ジガンショ ルナ1'1出身者に多い

Z : D : A *3=4 : 2 : 3 
Z: D: A=l : 4 : 4 

1主 雪リ
男性に仔きたがる{要向強い

男:女=8:2
男:女=8:2

〈出所) 筆者課査による。

守主) *1 ダカール大学生では留学希望者の中での比率をあらわした。

*2 あり=在外家族あり なし=在外家族なしをあらわす。

*3 Z=ジガンショール外i出身者， D=ダカールチH出身者， A=その強の地域出身者を表す。

ダカール大学生む留学希望者と在ワヨン留学生を比較すると，ダカール大学生と在リヨン留学

生のプロフィールにおいて明らかな差がみられる項目がある。それは父親の学歴で、為る G 前述の

通り，父親の学歴については世苦の年収に大きな差を及ぼすと考えられる。在 1)ヨン留学生の8

割近くが高学壁な父親を持っているのに対し，ダカール大学生で官学を希望する学生では28.2話

に留まっていた。一方，ダカール大学生で多かったのが，無学歴もしくは初等教育までしかま冬え

ていない父親を持つ学生で島り，留学希望者全体の48認を占めたc それに対して，在リヨン留学

生ではそのような父親を持つ学生は22%である。

留学は多くの出費および残高証明書の提出を要する。まず留学ピザ、を申請する持点でフランス

留学の場合280，000FCFA (427.48ユーロ〉以上の月収が忘るという証明が必要でるる [Le

Soleil http://www.lesoleil.sn/specialdetail.php3?id_ article二3808Jo前述(表7参照)の平均年収

を見てわかるように，月収280，000FCF A以上という条件は高学歴者が世帯主でない限り難し

い場合が多いQ 無学震な父親を持つ学生がこの条件をクリアするのは容易ではないであろう c

ここで，一人の学生のインタピュー内容を紹介する。この学生は，カオラック州出身のウォロ

フで，両親共に学歴を持たない。父親は農業，母親は主婦で， 7入兄弟姉妹の 4香日であるc 彼

以外は兄弟姉妹皆が無学壁もしくは中途退学している O 彼は，アメリカでタクシー運転手をして

いる兄からの仕送りによってこれまで教育を受けることができたと言っている。では，復はどの
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ようにしてフランス習学を実現させたので、あろうか。

一年需，セネガルのサンルイ大学に仔ってたけどストライキが起きて，それが3ヶ月も続

いた。勉強したくてもでき左いし，うんざりしてフランスに行くことにした。 1998年に観光

ピザでパリに降り立って 1ヶ月間、滞在した。お金もないし，フランスで学生ピザを翠ること

は不可能だった。だからまずはイタリアに行った。イタワアでの初めの 2ヶ月開は modou-

modouの生活〈インフォーマルセクターに従事)してた。でもその生活は尋営じゃないし

すぐにやめた。昼需は工場で儀きながら語学学校の夜開コースでイタリア語と英語を勉強し

た。今は難しいかもしれないけど，その時はイタワア拭移民を受け入れてたから簡単にイタ

リアに行けたんだ。セネガル入で 2ヶ月ぐらいフランスで学生してたけど辞めてイタリアヘ

来た入も一諸だった。それで，お金も許まったし， 2000年のヲ月にフランスに学生として戻

ることにしたむワヨンに着いて一番因ったことは住まいだった。今回はお金はあったけど代

理人がいなし、。 2か月分先払いすると言っても，どこも或り合ってくれなかった。 (28議，

男性合リヨン第三大学，惨士課程，法学専攻。〉

この学生の場合，観光どザ、でフランスに来たが，すぐにフランスの大学に在籍するのを断念し，

まずイタリアに渡った。そして，:Jbる程度経済的に余諮ができてから学生としてフランスに戻っ

たのである。彼誌現在，弁護士を巨指しておち， I将来的;こはセネガルに戻る気はあるが，か主

ち遠い将来の話だ。jと話していたc もちろん，これはひとつのケースに過ぎない。弛の学生捻

正規のルートを迫ってフランスにやってきたのかもしれなし、。しかし，無学霊の親を持つ学生に

とって，留学は希望していても簡単には実現することができないということが推測できる。

比較した結果をまとめてみると，典型的な留学希望の学生氏在外家族がおらず，貧困者比率

の高いジガンショールナN出身で学歴の抵い父親を持つ学生でるるむ一方，在1)ヨン程学生のプロ

フィールを見た限りでは，留学の実現を左右するのは経済的な側面が強い可語性が指摘できるc

結論と残された課題

以上，セネガル人において，留学希望の学生の特徴と，その要因がどのようなものであるか論

証してきたD 留学を希望する者には以下のような特骸がみられた。

・在外家族がいなし、。

・ジガンショールナ'"出身者に希望傾向が強い0

.男性は女性に比して肴望傾向が強い。

・海外移住は幸運だと患う入に希望傾向が強い。

・セネガルの生活に満足していない人に希望額向が強い。

在外家族企丸、まい学生は，在外家族主丸、る者が得られる'情報にアクセスできないため，在外家

族がL、る学生との間に海外移住に対する意識の差がみちれた。セネガル南部のジガンショー jレ州
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においては，貧困者比率が高いにもかかわらず就学率は高L、また，ジガンショーlレナ!、!出身者の

特畿として，蕪学歴もしくは初等教育までしか務えていない父親を持つ学生が多く，それらの学

生は全員留学を希望するという結果であった。性関でみると，男性に比べて女性誌セネガルにと

どまることを選択する傾向が高い。その要冒としては，セネガルは高学歴女'註が比較的鶴きやす

い環境であるということが考えられる。セネガjレの生活に満足していない人には，在外家族がい

ない学生が多し、。在外家族主丸、る学生がセネガルの生活に満足する要国として，在外家族から得

られる情報の他に，海外からの送金の影響が考えられる。海外移住に対する意議は，在外家族の

有蕪や性別によって差異があることがわかった。

一方，実際に留学が可能であった学生たちは以下のようなプロフィールである。

・在フランス家族会丸、る者が半数し、るc

・ダカール1'1'1およびその弛の地域出身者が多く，ジガンショール出身者はわずかである 0

.高等教育までま冬えている父親を持つ学生が半数以上を占める O

データが少ないため，断定はできないが，高等教育までま冬えている父親を持つ学生が半数以上

を占めていることから，実際に留学するにはやはり経済的制面が要因として強く鋤いていると推

灘できるc

全体としては官学の希望と現実の間には落差は大きL、。ジガンショールナト|出身者が貧困地域に

もかかわらず高学歴者を輩出しており，留学希望者も高率であるが，おそらくは資金不足から，

留学を実現できる者は少数である。

本論文では留学の希望者像の特徴を暁らかにすることに習まっている。在1)ヨン留学生の約2

嵩が無学霊の父親を持つ学生であったが，これらの学生がいかにして留学実現に至ったのかも大

変興味深い。彼らについての研究は今後の課題としたい。

参考文献

小)11 T (1998)， r可能性としてお富家誌j世界思想、社
マイケル P.トダロ，ステファン C.スミス (2004)，rトダロとスミスの開発経済学j国際語力出版会，
Michael P. Todaro (2003)， Stephen C. Smith， Economic DeveloJうment， Eighth Edition， Pearson 

Education Limited. 

Alain Coulon， Saeed Paivandi (2003)， Les etudiants etrangers eη France: l'etat des savoir， Universite de 

Paris 8 Centre de recherches sur l' enseignement superieur 

Angele Bassole (2002)， La Problematique de la fuite des cerveaux en .A斤iqueet l'eternelle question des 

femmes， MOT PLUIミIELS(http://www.arts.uwa.edu.au/motspluriels/MP2002ab.html # bev) (2006 

年7月アクセス〉

Christine Renaudat (1998)， Les etudiants africains a Bordeaux， CEAN 

Fatou Sow， Mamadou Gueye， Adama Fall et Ngagne Diakhate (2000)， Les Senegalai詑sen ch的C'res，

Analyse des donn白'ssocio-demographiques， economiques et politiques relatives aux femmes， UNDP 

(United Nations Development Program) 

Francis N. Njubi (2002)， African intellectuals in the bellyザ thebeast: migration， identity and the ρoli-



March 2007 セネガルの高等教育における醤学希望要因に関する研究 111 

tics of exile， MOT PLURIELS (http://www.arts.uwa.edu.au/frozen/担otsPluriels/羽P2002fnn.html)

(2006年7克アクセス)

Guillaume Vuilletet (2005)， Comparaison internationale des 1うolitiquesd'accueil des etudiants etrangers: 

Quelles finalites ? Quels moyens ? 

Makhtar Diouf (1994)， Senegal les ethniお etla nation， UNRISD 

Ministere de l'Economie et des Finances (2003)， BADIS， Banque de donnees des indicateurs sociaux du 5，ふ

neg，αl edition 2001-2002 

Ministをrede l'Economie et des Finances (2004)， Rappoば desynthese de la deuxieme eπquete senegalaise 

aupres des menages 

Ministをrede l'Economie et des Finances (2005a)， Situation economique et sociale du Senegal Edition 2004 

h在inist会rede l'Economie et des Finances (2005b)， Situation economique et sociale de la region de Dakar 

Edition 2003 

h在inisterede l'Economie et des Finances/Banque Mondiale (2004)， La pauvrete au Senegal: de la deva-

luation de 1994 a 2001-2002 

Ministさrede l'Education Nationale (2000)， lndicateurs 2000 

OECD (2003)， Regard sur l'Education 2002 

OECD (Organization for Economic Cooperation and Development) (2002)， lnternational mobility of the 

highly ski・lled

Ozden Caglar， Schiff Maurice [editorJ (2005)， lnternational Migration， Remittances， and the Brain 

drain， World Bank 

P. Antoine， P. Bocquier， A. S. Fall， Y. M. Gロisse，]. Nanitelamio (1995)， Les familles dakaroises face a la 

crise， ORSTOf¥主 IFAN，CEPED 

Dakar University Web Site (http://www.ucad.sn/) (2006年7月アクセス〉

Webometrics Ranking of World Universities Web Site，“T op Africa" (http://www.webometrics.info/ 

top100_continent.asp-cont二africa.htm) (2006年7月アクセス)

MOTPLじRIELSWeb Site， (http://www.arts.uwa.edu.au/motspluriels/MP2002index.html) (2006年7

月アクセス)

Quotidien Le Soleil Web Site， ({ DELIVRANCE DE VISAS: Le Consulat General de France a Dakar 

reste vigilant)) (http://www.1esoleil.sn/specialdetail.php3?id-article=3808) (2006年7丹アクセス)

Quotidien Le Soleil Web Site， (( ETUDIANTS SENEGALAIS A GENEVE: Entre etudes et apprentis-

sage長 lavie 妙 (http://www.1esoleil.sn/specialdetail.php3?id_article二3809) (2006年7丹アクセス)

本論文を執筆するにあたって，実;こ多くの方の援助をいただいた。留学中より済屠していたl'AECAL

(アフリカ入学生匡体)のメンバーの助けによってフランスでの調査は実現した。本論文の核となるダ

カール大学での調査では，ダカール大学生たちが精力的に協力してくれた。諦査から論文執筆まで，指導

教授の大林稔先生ならびに副指導教授の中村詣奇先生には有益な指導をいただくことができた。ここにご

協力いただいたすべての名言を掲げる紙詣はないが，この論文が完成したのは，実に数え切れない詰ど多

くの支援の賜物である。特に明記しておきたいのは，龍呑大学大学院経済学研究科からフィールド調査請

助費 (2005年度)，ならびに龍谷大学親和会から海外誹修奨学金 (2006年度)の助成をいただいたことで

ある。深い謝意を表明したい。

〈受付 2006年12月188)


